化学ⅠB学習指導案
授業者　藤門翔平  古久保　麻由  山田知明
1．日時　平成23年12月11日
2．学年・学級　高校2年生（男女各10名）
3．単元名　油脂とセッケン
4．単元について
〔単元観〕
本単元では、日常で使われている洗剤の効果、洗剤によって汚れを落とす仕組みについて学ぶ。今回は布にセッケン水をつけた場合水よりも浸透しやすいという特徴がある。さらに、水と油を混ぜると分離してしまうがセッケン水と油を混ぜると白くにごってしまう。そして、水にすすをいれるとすすは混ざりにくいがセッケン水にすすを入れるとすすはセッケン水によくまざりあう。そしてセッケン水につけた布はたとえすすをいれたセッケン水にいれたとしてもすすを付着しにくい効果を持っている。今回はこのような作用を調べるために紙コップ、布、割り箸を用いて生徒に目視による理解を深める。
〔指導観〕
本単元の狙いは、セッケン水と水を比較することによって生徒にセッケンの作用を見ることができる。普段セッケンが油や汚れを落とすことができることは知っているが、実際どのように落ちているだろうか？また油脂とセッケンの接点を知るために５つの実験をつかい作用をみる。そのため、あらかじめ油脂と高級脂肪酸の理解が必要となってくる。そのため、今回の授業の前半で軽くおさらいをする必要がある。

5．本時の学習指導
（1）本時の目標　洗剤の性質の理解と水の中でどのようにして油や汚れを分解するのかについて理解する。
　　　　　　　　洗剤の作用と水につけた場合どのような変化がおこるのかを理解する。
（2）準備物　布、薄めた洗剤、油、紙コップ、割り箸
（3）学習過程
	分節
	学習活動
	指導上の留意点

	導入
7分

	高級脂肪酸とグリセリンエステルが結合したものが油脂であることを復習し、セッケンが油脂と強塩基の塩であることを教える。
そしてセッケンの性質であることを教える。

	前回の内容で油脂が高級脂肪酸とグリセリンの結合したものであることをおさらいし、今回の授業の重要ポイントであるセッケンの中身に触れる。
　

セッケンがどのような性質を持っているかを生徒に質問しながら理解を深める。


	実験
 20分
	以下の５つの実験を行う。
1 下敷きに洗剤水と水をたらしてどのような変化がおこったかを調べる。

2 あらかじめ細切れにした布を洗剤水と水に浸けてそれぞれどのような変化があったかを調べる
3 次に洗剤水と水に粉々にした炭をまぜた後、細切れにした布をつけてそれぞれどのような変化があったかを調べる
4 ②の実験で使用した布（それぞれ洗剤水と水につけたもの）を墨と洗剤水と水に混ざったものにつけそれぞれどのような変化が起こったかを調べる。

5 最後に洗剤水と水に油を混ぜてそれぞれどのような変化が起こったかを調べる。
	　実験①ではセッケン水には界面活性剤があることを証明するための実験である。
　また、実験②、実験③、実験④、実験⑤はセッケン水の性質を生徒に理解させるための実験である。セッケン水にはそれぞれ浸透作用、乳化作用、分散作用、再付着防止作用がある。その作用を生徒の目視により確認することが重要である。（ただし、ここではセッケンの作用の説明はしない。）
　今回の実験ではそれぞれセッケン水と水を比較しているため生徒に変化を問わせる。

	まとめ
10分

	これまでの実験をふまえて、セッケン水と油脂の性質を説明し、セッケン水の効果について説明する。

	セッケンにはそれぞれ浸透作用、乳化作用、分散作用、再付着防止作用があることを生徒に説明し、セッケンがどのようにして油汚れを落とすのかを図をつかい解説する。


